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一
は
じ
め
に

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
は
、
大
学
入
学
志
願
者
の
高
等
学
校
段
階
に
お
け
る
基
礎
的
な
学
習
の
達
成
度
を
判
定
す
る
こ
と
を

主
目
的
と
し
て
、
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
大
学
と
入
試
セ
ン
タ
ー
が
共
同
し
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。
利
用
大
学
は
、
大
学
入

試
セ
ン
タ
ー
試
験
に
よ
っ
て
、
大
学
入
学
志
願
者
の
高
等
学
校
段
階
に
お
け
る
基
礎
学
力
を
客
観
的
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
判
断
と
創
意
工
夫
に
基
づ
い
て
セ
ン
タ
ー
試
験
を
適
切
に
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
志
願
者
の
能
力
、
適
性
を
多
面
的

に
判
断
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
試
験
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
作
題
委
員
の
派
遣
、
試
験
会
場
の
運
営
等
、
利
用
大
学

に
は
、
多
大
な
御
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
五
四
年
度
か
ら
平
成
元
年
度
ま
で
実
施
さ
れ
た
共
通
第
一
次
学
力
試
験
に
代
わ
り
平
成
二
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
た
セ
ン
タ
ー

試
験
は
、
本
年
一
月
の
平
成
二
一
年
度
セ
ン
タ
ー
試
験
で
二
〇
回
と
な
り
ま
す
が
、
年
々
セ
ン
タ
ー
試
験
を
利
用
す
る
大
学
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
、
現
役
生
の
志
願
率
が
上
昇
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
非
常
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
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全
入
時
代
に
お
け
る
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

吉
本
高
志

（
独
立
行
政
法
人
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
理
事
長
）
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高
校
に
お
い
て
は
、
大
学
進
学
が
比
較
的
容
易
に
な
り
、
大
学
入
試
を
背
景
と
し
た
大
学
進
学
希
望
者
の
指
導
・
学
習
意
欲
の
喚

起
が
以
前
に
も
増
し
て
困
難
に
な
り
、
「
高
校
で
身
に
付
け
る
べ
き
こ
と
を
し
っ
か
り
身
に
付
け
る
」
た
め
の
取
組
み
が
改
め
て

必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
様
々
な
方
法
で
客
観
的
に
学
力
を
把
握
し
、
そ
れ
を
高
等
学
校
で
の
指
導
の
改
善
や
大
学
入
試
、
大
学
初

年
次
教
育
に
役
立
て
て
い
く
こ
と
を
通
じ
て
学
力
水
準
の
向
上
を
図
る
と
い
う
考
え
方
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

三
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
の
現
状

平
成
二
一
年
度
セ
ン
タ
ー
試
験
の
志
願
者
数
は
五
四
三
、
九
八
〇
人
で
、
一
八
歳
人
口
の
減
少
に
か
か
わ
ら
ず
、
前
年
度
か
ら

五
九
五
人
増
加
し
ま
し
た
。
現
役
志
願
率
は
四
〇
％
を
超
え
、
過
去
最
高
と
な
る
と
と
も
に
、
利
用
大
学
も
平
成
二
一
年
度
セ
ン

タ
ー
試
験
で
は
新
た
に
私
立
大
学
一
八
校
が
加
わ
り
、
合
計
六
三
九
大
学
（
国
立
八
二
大
学
、
公
立
七
三
大
学
、
私
立
四
八
四
大

学
）
が
利
用
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
平
成
二
〇
年
四
月
一
日
に
お
け
る
四
年
制
大
学
の
約
九
〇
％
に
相
当
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
短
期
大
学
に
つ
い
て
も
新
た
に
公
立
短
期
大
学
一
校
及
び
私
立
短
期
大
学
八
校
が
加
わ
り
、
合
計
一
六
四
短
期
大

学
（
公
立
一
八
短
期
大
学
、
私
立
一
四
六
短
期
大
学
)が
利
用
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
年
々
利
用
大
学
が
増
加
す
る
こ
と

で
、
大
学
、
受
験
者
双
方
に
と
っ
て
大
学
入
試
の
幅
が
広
が
り
、
セ
ン
タ
ー
試
験
の
重
要
性
も
増
し
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。前
述
の
と
お
り
、
大
学
は
独
自
の
判
断
と
創
意
工
夫
に
よ
り
、
自
由
に
セ
ン
タ
ー
試
験
を
活
用
し
て
、
特
色
あ
る
入
学
者
選
抜

を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
試
験
で
出
題
す
る
六
教
科
二
八
科
目
か
ら
大
学
の
判
断
に
よ
り
利
用
す
る
教
科
・
科

目
を
自
由
に
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
、
セ
ン
タ
ー
試
験
と
調
査
書
や
面
接
、
小
論
文
、
実
技
検
査
な
ど
を
適
切
に
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
で
、
大
学
の
カ
ラ
ー
を
鮮
明
に
打
ち
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

実
際
、
セ
ン
タ
ー
試
験
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
小
論
文
、
面
接
等
を
実
施
す
る
大
学
や
、
推
薦
入
学
、
帰
国
子
女
・
社
会
人
を

対
象
と
し
た
特
別
選
抜
を
実
施
す
る
大
学
が
増
え
つ
つ
あ
り
、
Ａ
Ｏ
入
試
や
推
薦
入
試
に
セ
ン
タ
ー
試
験
を
用
い
る
例
も
あ
り
ま
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一
方
で
、
少
子
化
に
よ
り
大
学
入
試
を
取
り
巻
く
状
況
は
劇
的
に
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
大
学
入
試
は
、
も
は
や
一
部
の
選

抜
性
の
強
い
難
関
大
学
を
除
き
、
「
狭
き
門
」
と
は
言
え
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
「
大
学
全
入
時
代
」
を
迎
え
る
中

で
大
学
で
の
選
抜
方
法
も
多
様
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
が
果
た
し
て
い
る
役
割
や
今

後
の
課
題
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
近
年
の
大
学
入
学
者
選
抜
の
現
状

こ
れ
ま
で
の
大
学
入
試
は
、
大
学
教
育
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
学
力
水
準
を
評
価
・
判
定
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
入
学
者
を

選
抜
す
る
機
能
が
強
く
意
識
さ
れ
、
大
学
進
学
を
め
ぐ
る
競
争
が
、
入
学
者
全
体
の
学
力
水
準
を
維
持
・
向
上
さ
せ
、
入
試
に
よ
っ

て
入
学
者
の
学
力
水
準
を
担
保
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
ま
し
た
。

現
在
、
大
学
・
短
期
大
学
へ
の
進
学
率
は
五
〇
％
を
超
え
て
お
り
、
大
学
・
短
大
の
入
学
志
願
者
約
七
七
万
人
に
対
し
て
、
入

学
者
は
約
六
九
万
人
で
あ
り
、
収
容
力
は
約
九
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
入
学
者
の
選
抜
方
法
で
は
、
一
般
入
試
は
約
五
六

％
に
低
下
し
、
約
四
三
％
が
Ａ
Ｏ
入
試
（
学
力
検
査
に
偏
る
こ
と
な
く
、
審
査
書
類
・
面
接
等
を
組
み
合
わ
せ
る
入
試
）
と
推
薦

入
試
（
高
等
学
校
長
の
推
薦
と
調
査
書
を
主
な
資
料
と
す
る
入
試
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
、
Ａ
Ｏ
入
試
・
推
薦
入
試
は
、
一
般
の
学
力
試
験
に
よ
っ
て
は
、
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
能
力
や
個
性
な
ど
を
測
り
、

基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
に
加
え
て
、
そ
れ
を
活
用
し
て
課
題
を
解
決
す
る
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
把
握
す
る
方

法
と
し
て
拡
大
さ
れ
て
き
た
も
の
で
す
。
し
か
し
、
一
方
で
「
手
間
の
か
か
る
」
選
抜
方
法
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
大
学
で
の
取

組
み
に
は
限
界
が
あ
り
、
必
ず
し
も
学
力
検
査
を
課
さ
な
い
形
態
で
普
及
し
て
お
り
、
外
形
的
・
客
観
的
な
基
準
が
乏
し
く
、
事

実
上
の
学
力
不
問
の
入
試
が
拡
大
す
る
お
そ
れ
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
選
抜
機
能
の
低
下
を
も
た
ら
し
、
入
試
に
よ
っ
て
入
学
者
の
学
力
水
準
を
担
保
す
る
こ
と
が
困
難
と
い
う
状
況

か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
大
学
、
高
校
双
方
に
与
え
て
い
ま
す
。
大
学
に
お
い
て
は
、「
大
学
志
願
者
は
一
定
の
学
力
が
あ
る
」

と
の
前
提
に
立
っ
た
入
試
は
困
難
と
な
り
、
こ
の
こ
と
を
前
提
と
し
た
選
抜
方
法
の
見
直
し
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
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寄
与
し
た
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

【
セ
ン
タ
ー
試
験
問
題
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
、
統
計
情
報
の
蓄
積
と
利
用
】

共
通
第
一
次
学
力
試
験
及
び
セ
ン
タ
ー
試
験
で
過
去
に
出
題
さ
れ
た
全
科
目
に
つ
い
て
、
デ
ー
タ
の
整
備
・
統
計
情
報
の
計
算
・

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
・
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
の
開
発
を
行
い
、
そ
れ
ら
の
情
報
を
問
題
作
成
部
会
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て

お
り
、
問
題
の
難
易
度
、
識
別
度
な
ど
、
問
題
作
成
の
上
で
大
い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

【
リ
ス
ニ
ン
グ
テ
ス
ト
の
機
器
改
善
、
実
施
方
法
に
関
わ
る
研
究
】

リ
ス
ニ
ン
グ
テ
ス
ト
は
平
成
一
八
年
度
セ
ン
タ
ー
試
験
か
ら
導
入
さ
れ
ま
し
た
が
、
個
別
音
源
を
利
用
し
た
試
験
と
い
う
世
界

で
も
例
の
な
い
試
験
で
あ
っ
た
た
め
、
導
入
当
初
は
多
少
の
混
乱
を
き
た
し
ま
し
た
。
研
究
開
発
部
で
は
、
英
語
リ
ス
ニ
ン
グ
テ

ス
ト
の
実
施
方
法
や
個
別
音
源
機
器
の
管
理
保
守
及
び
音
声
信
号
処
理
方
法
の
開
発
、
各
種
騒
音
に
よ
る
影
響
な
ど
の
調
査
研
究

を
実
施
し
て
お
り
、
航
空
機
騒
音
の
測
定
調
査
の
解
析
結
果
等
に
基
づ
く
機
器
の
改
良
や
、
音
質
改
善
に
向
け
て
音
響
ス
タ
ジ
オ

用
p
lu
g
in
（
W
A
V
E
S
)の
新
規
導
入
、
帯
域
制
限
に
よ
る
適
応
的
ビ
ッ
ト
割
当
て
を
利
用
し
た
音
質
改
善
等
に
よ
り
、
年
々
改

善
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
三
回
目
の
実
施
と
な
っ
た
平
成
二
〇
年
度
セ
ン
タ
ー
試
験
で
は
大
き
な
混
乱
も
な
く
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

【
障
害
の
あ
る
受
験
者
を
は
じ
め
全
て
の
受
験
生
に
公
平
な
試
験
を
実
施
す
る
た
め
の
、
テ
ス
ト
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
デ
ザ
イ
ン
】

セ
ン
タ
ー
試
験
で
は
、
従
来
か
ら
点
字
問
題
冊
子
を
作
成
す
る
な
ど
、
障
害
の
あ
る
受
験
生
の
た
め
に
、
様
々
な
配
慮
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
研
究
開
発
部
で
は
、
障
害
受
験
者
に
対
す
る
公
正
か
つ
適
切
な
試
験
時
間
延
長
率
の
推
定
法
を
開
発
し
、

点
字
問
題
冊
子
使
用
の
重
度
視
覚
障
害
受
験
者
及
び
拡
大
文
字
問
題
冊
子
等
使
用
の
弱
視
受
験
者
に
対
す
る
セ
ン
タ
ー
試
験
の
試

験
時
間
延
長
措
置
の
根
拠
を
定
量
的
に
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
こ
の
研
究
成
果
を
応
用
し
、
弱
視
受
験
者
に
対
す
る
司
法
試
験
の
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す
。
大
学
で
の
利
用
方
法
の
例
を
挙
げ
る
と
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

・
基
礎
的
な
学
力
を
幅
広
く
評
価
す
る
た
め
、
出
題
教
科
・
科
目
を
総
合
的
に
利
用
。

・
調
査
書
と
セ
ン
タ
ー
試
験
で
第
一
次
の
選
抜
を
行
い
、
そ
の
合
格
者
に
つ
い
て
面
接
試
験
を
実
施
。

・
入
学
定
員
の
一
部
に
つ
い
て
、
セ
ン
タ
ー
試
験
と
大
学
が
行
う
試
験
の
う
ち
、
高
得
点
の
方
を
合
否
の
判
定
に
使
用
。

・
推
薦
入
学
に
つ
い
て
、
セ
ン
タ
ー
試
験
の
国
語
・
外
国
語
の
み
を
利
用
し
、
大
学
が
行
う
試
験
と
し
て
面
接
を
実
施
。

・
セ
ン
タ
ー
試
験
で
必
要
と
す
る
成
績
水
準
を
明
示
し
た
上
で
、
セ
ン
タ
ー
試
験
の
成
績
が
そ
の
水
準
に
達
し
て
い
る
者
は
大

学
が
行
う
試
験
に
進
ま
せ
、
セ
ン
タ
ー
試
験
の
成
績
は
合
算
せ
ず
に
大
学
が
行
う
試
験
の
成
績
の
み
で
合
否
を
判
定
。

・
大
学
の
自
主
的
な
判
断
に
基
づ
き
、
前
年
度
の
セ
ン
タ
ー
試
験
の
成
績
を
当
該
年
度
の
入
学
者
選
抜
に
利
用
。

こ
の
よ
う
に
、
大
学
が
セ
ン
タ
ー
試
験
を
様
々
な
形
で
利
用
し
て
お
り
、
セ
ン
タ
ー
試
験
は
大
学
入
試
の
個
性
化
、
多
様
化
に

貢
献
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
、
各
大
学
に
お
い
て
は
、
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ

シ
ー
（
入
学
者
受
入
れ
方
針
）
を
明

確
に
し
、
大
学
が
求
め
る
基
礎
学
力
を
的
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

四
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
研
究
開
発
部
に
お
け
る
主
な
調
査
研
究

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
は
我
が
国
の
入
試
研
究
の
中
核
を
担
う
機
関
で
あ
り
、
セ
ン
タ
ー
試
験
及
び
各
大
学
の
入
学
者
選
抜
方
法

の
改
善
に
資
す
る
た
め
の
研
究
を
行
う
研
究
開
発
部
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
研
究
開
発
部
で
は
、
試
験
の
制
度
や
問
題
作
成
・

実
施
に
係
る
研
究
、
試
験
問
題
の
分
析
・
評
価
及
び
試
験
問
題
・
評
価
方
法
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
、
さ
ら
に
、
総
合
的
な
試
験
、

各
種
の
適
性
試
験
、
高
大
接
続
等
に
係
る
研
究
、
社
会
の
要
望
調
査
等
、
幅
広
い
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
二
一
年
一
月
一

日
現
在
一
五
名
の
教
員
が
在
職
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
入
試
に
関
わ
る
研
究
を
行
う
た
め
に
は
、
特
定
の
専
門
分
野
に
と

ら
わ
れ
な
い
横
断
的
な
研
究
活
動
が
必
要
で
あ
り
、
統
計
学
や
情
報
工
学
の
み
な
ら
ず
、
社
会
学
等
の
多
様
な
専
門
分
野
の
研
究

者
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

研
究
開
発
部
に
お
け
る
調
査
研
究
で
は
様
々
な
成
果
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
セ
ン
タ
ー
試
験
の
改
善
に
大
き
く
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文
章
で
あ
っ
て
も
、
高
等
学
校
に
お
け
る
基
礎
的
学
習
の
達
成
度
を
測
定
す
る
上
で
適
切
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
素
材
文
と
し
て
使

用
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
試
験
問
題
の
作
成
は
、
全
国
の
大
学
等
か
ら
派
遣
さ
れ
た
四
〇
〇
名
を
超
え
る
作
題
委
員
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
確
保
が
年
々
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
良
質
な
試
験
問
題
を
作
成
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
作
題
委
員
の
派
遣
に
つ
い
て
、
各
大
学
の
一
層
の
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

二
つ
目
は
セ
ン
タ
ー
試
験
の
出
題
科
目
の
選
択
範
囲
等
の
変
更
に
つ
い
て
で
す
。

高
等
学
校
・
大
学
関
係
者
か
ら
の
要
望
を
踏
ま
え
、
平
成
二
四
年
度
セ
ン
タ
ー
試
験
か
ら
、
地
理
歴
史
・
公
民
に
お
け
る
科
目

選
択
及
び
理
科
に
お
け
る
科
目
選
択
を
弾
力
化
す
る
た
め
の
試
験
時
間
割
を
変
更
す
る
と
と
も
に
、
公
民
に
四
単
位
科
目
「
倫
理
、

政
治
・
経
済
」
を
新
設
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
試
験
実
施
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す

が
、
関
係
機
関
に
対
し
て
十
分
な
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、
試
験
が
公
平
・
公
正
か
つ
円
滑
に
実
施
で
き
る
よ
う
万
全
な
体
制
で

臨
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

六
お
わ
り
に

大
学
全
入
時
代
を
迎
え
て
、
セ
ン
タ
ー
試
験
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
劇
的
に
変
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
各
大
学
の
入
学
者
選
抜

に
つ
い
て
も
、
今
後
一
層
多
様
化
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
中
央
教
育
審
議
会
の
答
申
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
い
か
な
る
入
試
で
あ
っ
て
も
基
礎
学
力
の
把
握
が
適
切

に
行
わ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
各
大
学
は
、
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
の
中
で
高
等
学
校
で
学
ん
で
き
て
ほ
し
い

内
容
や
水
準
を
明
示
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
試
験
は
、
高
等
学
校
で
の
学
習
の
達
成
度
を
判
定
す
る
上
で

極
め
て
重
大
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
今
後
と
も
一
層
の
改
善
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
一
層
の

御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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短
答
式
試
験
の
憲
法
・
民
法
・
刑
法
の
三
科
目
総
合
の
試
験
時
間
延
長
率
が
健
常
受
験
者
の
一
・
五
倍
に
見
直
さ
れ
る
な
ど
、
視

覚
障
害
者
に
対
す
る
機
会
の
平
等
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
視
覚
障
害
受
験
者
に
対
す
る
点
字
問
題
の
点
字
記
号
体
系
の
改

善
に
関
す
る
研
究
で
は
、
現
行
の
日
本
語
の
仮
名
点
字
記
号
と
、
世
界
標
準
の
英
語
点
字
記
号
の
数
式
や
化
学
式
等
の
表
記
法
を

統
合
し
、
統
一
日
本
語
点
字
記
号
体
系
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
研
究
の
中
心
と
な
っ
た
藤
芳
衛
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
名
誉
教

授
は
こ
れ
ら
の
功
績
に
よ
り
、
視
覚
障
害
者
の
文
化
や
教
育
、
福
祉
の
向
上
に
貢
献
し
た
人
に
贈
ら
れ
る
「
点
字
毎
日
文
化
賞
」

を
昨
年
一
一
月
に
受
賞
し
て
い
ま
す
。

以
上
、
セ
ン
タ
ー
試
験
の
改
善
に
大
き
く
寄
与
し
た
研
究
成
果
を
述
べ
ま
し
た
が
、
研
究
開
発
部
が
行
っ
て
い
る
調
査
研
究
は
、

我
が
国
の
入
学
者
選
抜
の
改
善
に
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
入
試
研
究
に
特
化
し
た
我
が
国
唯
一
の
研
究

機
関
と
し
て
、
セ
ン
タ
ー
試
験
の
み
な
ら
ず
、
各
大
学
の
入
学
者
選
抜
に
も
寄
与
で
き
る
よ
う
、
研
究
成
果
の
積
極
的
な
発
信
に

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

五
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
の
課
題

セ
ン
タ
ー
試
験
は
、
こ
れ
ま
で
も
様
々
な
改
善
・
改

革
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
抱
え
て
い
る
課
題
の
う
ち
、
次
の
点
に

つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ず
、
良
質
な
試
験
問
題
を
維
持
す
る
こ
と
で
す
。

セ
ン
タ
ー
試
験
の
試
験
問
題
は
、
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
準
拠
し
、
高
等
学
校
の
教
科
書
の
内
容
に
沿
い
、
毎
年
五
〇
万

人
を
超
す
受
験
者
の
高
等
学
校
段
階
の
学
習
の
達
成
度
を
適
切
に
測
れ
る
よ
う
な
良
質
な
も
の
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成
二

〇
年
度
セ
ン
タ
ー
試
験
の
試
験
問
題
の
内
容
、
程
度
、
出
題
方
法
等
に
関
し
て
は
、
全
般
的
に
学
習
指
導
要
領
に
準
拠
し
、
高
等

学
校
の
教
科
書
の
内
容
・
範
囲
に
基
づ
い
た
良
質
な
試
験
問
題
で
あ
る
と
い
う
評
価
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
毎
年
膨
大

な
入
試
問
題
が
作
成
さ
れ
て
い
る
状
況
の
下
、
そ
れ
ら
と
の
重
複
を
避
け
な
が
ら
良
質
な
問
題
を
作
成
す
る
こ
と
は
年
々
困
難
と

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
対
応
策
と
し
て
、
平
成
二
二
年
度
セ
ン
タ
ー
試
験
か
ら
、
過
去
の
素
材
文
や
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
た
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